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般
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塩
屋
橋
北
の
市
道

整
備
計
画
は

点
字
翻
訳
な
ど

現
状
と
行
政
支
援
は

議
会
の
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と

以
外
の
内
容
を
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の
「
丸
亀
市

議
会
」
を
ご

覧
く
だ
さ

い
。
本
会
議

の
会
議
録
や

会
議
日
程
な

ど
が
見
ら
れ

ま
す
。
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尾
崎
議
員
　
市
道
田
村
町
蓬
莱
線

の
塩
屋
橋
北
の
区
間
は
道
幅
が
狭

く
、
慢
性
的
に
渋
滞
し
て
い
る
。
渋

滞
を
回
避
す
る
車
が
付
近
の
生
活
道

路
に
流
れ
て
通
行
量
が
増
え
、
危
険

で
あ
る
。
こ
の
区
間
は
さ
ぬ
き
浜
街

道
の
整
備
終
了
後
に
拡
幅
を
実
施
す

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
整
備
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
建
設
水
道
部
長　

塩
屋
橋
北
付
近

約
30
メ
ー
ト
ル
の
市
道
区
間
は
、
既

に
拡
幅
整
備
に
必
要
な
用
地
取
得
を

完
了
し
て
お
り
、
本
年
度
か
ら
工
事

に
着
手
す
る
。
今
年
度
内
に
こ
の
区

間
を
含
む
Ｊ
Ｒ
高
架
橋
ま
で
の
改
良

工
事
を
終
え
、
旧
県
道
丸
亀
詫
間
豊

浜
線
か
ら
さ
ぬ
き
浜
街
道
ま
で
の
全

線
を
片
側
１
車
線
、
歩
道
付
き
の
市

道
と
し
て
供
用
す
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
高
架
橋
か
ら
さ
ぬ
き

浜
街
道
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
整
備
を
行
い
、
平
成
28
年

度
中
の
全
線
全
幅
員
で
の
道
路
供
用

を
目
指
し
て
い
る
。

　
三
木
議
員
　
目
の
不
自
由
な
方
が

行
政
や
地
域
の
情
報
を
得
る
た
め
の

点
字
翻
訳
の
現
状
は
。
ま
た
、
点
訳

者
養
成
講
座
や
点
字
翻
訳
、
要
約
筆

記
へ
の
行
政
の
支
援
制
度
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
健
康
福
祉
部
長　

現
在
、
市
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
委
託
し
、
点

字
広
報
な
ど
を
福
祉
課
や
綾
歌
、
飯

山
の
各
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
窓
口
に

置
い
て
い
る
。
ま
た
、
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
生
活
情
報
は
、
希

望
に
応
じ
て
点
字
情
報
と
し
て
製
作

し
て
い
る
。
点
訳
者
養
成
講
座
は
、

市
内
で
は
講
師
の
確
保
が
難
し
い
現

状
に
あ
る
た
め
、
県
が
実
施
す
る
養

成
講
座
の
情
報
を
市
民
に
提
供
し
て

い
き
た
い
。

　

点
字
翻
訳
、
要
約
筆
記
へ
の
支
援

は
、
来
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
障
害

者
差
別
解
消
法
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
、
当
事
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
情
報
提
供
に
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
配
慮
し
、
取
り
組
み
た
い
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

園
に
造
り
替
え
た
札
幌
市
の
よ
う

に
、
市
役
所
周
辺
の
道
路
を
廃
止
し

て
土
地
の
一
体
利
用
を
行
う
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
に
制
約
さ
れ
な

い
土
地
利
用
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

　
市
長　

大
手
町
地
区
は
市
道
に
よ

っ
て
大
き
く
４
つ
の
エ
リ
ア
に
分
か

れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
土
地
利

用
方
法
に
制
限
を
受
け
て
い
る
。
全

国
的
に
は
道
路
を
廃
止
し
、
道
路
で

分
断
さ
れ
た
敷
地
を
一
体
化
し
て
活

用
す
る
柔
軟
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
事
例
も
あ
る
が
、
大
手
町
地
区

の
市
道
は
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
丸
亀
城

に
通
じ
、
日
々
多
く
の
人
が
利
用
す

る
貴
重
な
資
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
大
手

町
地
区
公
共
施
設
整
備
の
検
討
の
場

で
幅
広
く
意
見
を
聞
き
、
方
向
性
を

見
極
め
た
い
。

大手町交差点

整備が進む市道

要約筆記奉仕員養成講座



一
　
般
　
質
　
問

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

市
の
認
識
は

平
和
行
政

市
の
取
り
組
み
は

審
議
会
へ
の
諮
問

市
の
方
針
を
明
確
に

合
併
10
周
年
記
念

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
城
内
で
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平成23年のお城まつり

　
藤
田
議
員
　
戦
争
体
験
談
を
は
じ

め
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
市
民
に
伝
承

す
る
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
は
。

　
市
長　

今
年
は
終
戦
70
周
年
で

あ
り
、
本
市
の
非
核
平
和
都
市
宣
言

表
明
10
周
年
と
い
う
記
念
の
年
で
あ

る
。
ま
た
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
に

伴
い
、
若
い
世
代
へ
の
伝
承
が
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
る
状
況
を
踏
ま
え
、

広
報
丸
亀
８
月
号
で
市
民
か
ら
戦
争

に
関
す
る
資
料
や
体
験
談
を
募
集

し
、
取
り
ま
と
め
た
も
の
を
11
月
開

催
の
戦
没
者
追
悼
式
典
で
展
示
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
紹
介
す
る

予
定
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
追
悼
式
で
の
原
爆
パ

ネ
ル
展
や
８
月
の
広
島
平
和
式
典
へ

の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
に
よ

る
参
加
、
広
島
や
長
崎
の
被
爆
樹
木

を
植
樹
す
る
記
念
式
の
実
施
な
ど
を

通
じ
て
、
市
民
の
皆
様
、
特
に
次
代

を
担
う
子
供
た
ち
に
戦
争
の
悲
惨

さ
、
平
和
の
大
切
さ
、
命
の
尊
さ
を

考
え
る
機
会
を
設
け
た
い
。

　
片
山
議
員
　
将
来
あ
る
べ
き
丸
亀

市
の
た
め
に
審
議
会
な
ど
へ
諮
問
す

る
と
き
、
必
要
な
施
設
を
ど
こ
に
つ

く
り
、
ど
れ
だ
け
の
経
済
・
財
政
効

果
が
期
待
さ
れ
、
さ
ら
に
市
民
生
活

や
文
化
都
市
と
し
て
の
効
果
を
市
民

が
共
有
で
き
る
か
と
い
う
具
体
的
計

画
が
抜
け
落
ち
て
い
る
と
感
じ
る

が
、
い
か
が
か
。

　
市
長
公
室
長　

審
議
会
の
諮
問
に

当
た
り
、
施
設
の
目
的
や
内
容
、
目

指
す
べ
き
効
果
な
ど
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
や
方
向
性
を
審
議
会
委
員
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
大
変
重

要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
費
や

財
源
、
採
算
性
な
ど
、
具
体
的
な
数

字
も
示
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
わ

か
り
や
す
く
施
策
の
趣
旨
を
説
明

し
、
市
政
に
市
民
の
意
見
や
専
門
的

見
地
の
考
え
を
反
映
さ
せ
る
と
い
う

審
議
会
本
来
の
目
的
を
十
分
に
生
か

せ
る
審
議
会
運
営
を
行
う
た
め
、
行

政
と
し
て
の
責
任
あ
る
政
策
提
案
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
水
本
議
員
　
平
成
28
年
３
月
で
供

用
廃
止
の
決
ま
っ
て
い
る
城
内
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
城
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
卒

業
式
、
ま
た
市
の
新
た
な
門
出
の
意

味
を
込
め
て
、
合
併
10
周
年
記
念
事

業
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
は
ど
う
か
。

　
市
長
公
室
長　

昭
和
23
年
に
野
球

愛
好
者
の
熱
い
思
い
が
結
集
し
て
開

設
さ
れ
た
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め

の
城
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
供
用
廃
止
に

際
し
、
城
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
野
球
を

楽
し
む
最
後
の
機
会
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
単
に
閉
場
式
典
を
行
う
の

で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
参

加
で
き
、
か
つ
心
に
残
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
の
検
討
に

当
た
り
、
合
併
10
周
年
記
念
事
業
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
市
民
の

一
体
感
を
醸
成
で
き
る
よ
う
な
手
法

を
検
討
し
た
い
。

　
内
田
議
員
　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま

ち
づ
く
り
で
の
行
政
の
果
た
す
べ
き

役
割
は
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
を
セ
ッ
ト
し
、
多
く
の
人
に
こ
れ

ら
の
動
き
を
知
ら
せ
、
リ
ー
ダ
ー
を

見
つ
け
て
招
聘
し
、
挑
戦
す
る
人
を

支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
本
市
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
の
認
識
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＡ

Ａ

Ａ

戦没者追悼式

市庁舎等整備審議会

し
ょ
う
へ
い



３
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

各
派
会
長
会

　
　
　

都
市
経
済
委
員
会
協
議
会

７
日　

市
庁
舎
整
備
等
特
別
委
員
会

14
日　

広
報
広
聴
委
員
会

16
日　

各
派
会
長
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

23
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

各
派
会
長
会

27
日　

4
月
臨
時
会

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

各
派
会
長
会

　
　
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

広
報
広
聴
委
員
会

18
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

19
日　

市
庁
舎
整
備
等
特
別
委
員
会

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

各
派
会
長
会

29
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

定
例
会
初
日（
6
月
22
日
ま
で
）

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

各
派
会
長
会

　
　
　

市
庁
舎
整
備
等
特
別
委
員
会

３
日　

各
派
会
長
会

８
日　

各
派
会
長
会

　
　
　

広
報
広
聴
委
員
会

11
日　

都
市
経
済
委
員
会

　
　
　

都
市
経
済
委
員
会
協
議
会

　
　
　

教
育
民
生
委
員
会

　
　
　

教
育
民
生
委
員
会
協
議
会

12
日　

総
務
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

22
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

都
市
経
済
委
員
会
協
議
会

23
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

4月4月5月5月6月6月 ●
議
会
の
動
き　
４
・
５
・
６
月

待
機
児
童
解
消
へ

早
急
な
対
策
を

投
票
率
低
下

子
供
の
時
か
ら
対
策
を

一　

般　

質　

問
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中
谷
議
員
　
平
成
26
年
度
も
１
６

１
人
が
待
機
児
童
と
な
っ
た
。
保
育

士
の
給
与
改
善
に
よ
る
保
育
士
の
確

保
や
待
機
児
童
の
６
割
以
上
を
占
め

る
ゼ
ロ
歳
児
の
公
立
保
育
所
で
の
受

け
入
れ
拡
大
、
待
機
児
童
の
多
い
飯

山
地
区
で
の
施
設
増
設
な
ど
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
待
機
児
童
解
消
に

向
け
た
見
通
し
は
。

　
こ
ど
も
未
来
部
長　

飯
山
幼
稚
園

が
平
成
29
年
度
か
ら
認
定
こ
ど
も
園

と
な
っ
て
も
、
施
設
に
余
裕
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
飯
山
中
学
校
区
の
保
育

を
必
要
と
す
る
３
歳
以
上
児
の
受
け

入
れ
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
飯
山

南
、
飯
山
北
第
一
保
育
所
の
３
歳
以

上
児
の
保
育
室
に
余
裕
が
生
じ
る
。

こ
の
た
め
、
両
保
育
所
の
余
裕
保
育

室
を
待
機
児
童
の
受
け
入
れ
に
活
用

し
た
い
。

　

今
後
も
飯
山
中
学
校
区
の
民
間
保

育
園
へ
受
け
入
れ
の
拡
大
を
お
願
い

し
つ
つ
、
小
規
模
保
育
事
業
な
ど
の

参
入
も
促
進
し
た
い
。

Ｑ

Ａ

Ａ

づ
く
り
に
つ
い
て
の
認
識
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
建
設
水
道
部
長　

今
後
の
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
、
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
考
え
も
重
要
で
あ
り
、

本
市
に
し
か
な
い
特
質
を
生
か
し
た

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
工
夫
す
る
な
ど

し
て
、
街
な
か
の
再
生
気
運
を
高
め

た
う
え
で
、
中
心
市
街
地
へ
の
人
口

集
積
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
人
を
見
つ
け
、
核
と
な
る

人
を
育
て
る
こ
と
、
本
腰
で
街
な
か

に
居
住
し
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
見
出
す
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

まちの駅　秋寅の館

　
神
田
議
員
　
選
挙
投
票
率
低
下
へ

の
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
子
供
の

と
き
か
ら
の
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

学
校
の
授
業
の
教
材
と
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
配
信
や
ア
ー
カ
イ
ブ
を
使

う
な
ど
し
て
議
会
を
学
ぶ
な
ど
の
考

え
は
あ
る
か
。

　
教
育
長　

ネ
ッ
ト
配
信
な
ど
を
活

用
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
視
聴
で
き
る
環
境
を
整
え
る
必

要
が
あ
る
が
、
各
教
室
で
授
業
進
度

に
応
じ
て
視
聴
し
た
り
、
一
時
停
止

機
能
を
使
っ
て
先
生
が
議
会
の
仕
組

み
を
解
説
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
児
童
・
生
徒

へ
の
啓
発
は
、
夏
休
み
中
に
実
施
す

る
ミ
ニ
議
会
を
よ
り
充
実
し
て
い
く

こ
と
、
ネ
ッ
ト
配
信
な
ど
を
活
用
し

た
議
会
視
聴
を
実
現
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
の
で
、
模
擬
選
挙
や
ミ
ニ

議
会
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
選
挙
権
年

齢
の
引
き
下
げ
も
視
野
に
入
れ
、
社

会
や
政
治
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る

教
育
を
実
践
し
た
い
。

Ｑ

Ａ

飯山幼稚園
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仁
尾
小
学
校
の

学
校
給
食
を
視
察

家庭の取り組みも必要

「元気だし」誕生 自分たちの給食に誇り

丸亀市では

６月
24日

編
集

後
記

　

丸
亀
市
議
会
基
本
条

例
が
平
成
24
年
３
月
に

制
定
さ
れ
て
か
ら
３
年

が
経
ち
ま
し
た
。
第
７
条
に
「
議
会

報
告
会
」
の
開
催
が
、
第
８
条
に

「
広
報
広
聴
機
能
の
充
実
」
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
来
、
全
国
の
議
会
で
ヤ
ジ

（
問
題
発
言
）
や
議
員
の
公
費
支
出

の
不
正
疑
惑
が
後
を
絶
た
ず
、
全
国

的
に
議
会
や
議
員
へ
の
疑
心
暗
鬼
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

私
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
を
対
岸
の

火
事
と
は
と
ら
え
ず
、
議
会
の
情
報

公
開
の
徹
底
や
議
員
と
し
て
自
ら
襟

を
正
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
模
範
と

な
れ
る
よ
う
日
々
研
鑽
し
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
東
京
一
極
集
中
に

よ
る
地
方
の
急
速
な
人
口
減
少
問
題

に
は
ど
う
す
れ
ば
歯
止
め
が
掛
け
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

明
快
で
的

確
な
回
答
を
唱
え
ら
れ
る
人
は
い
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
一
人
の
知
恵
よ
り
十
人
の
知
恵
」

が
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
声
を
お

聴
き
し
、
議
会
の
情
報
を
発
信
す
る

こ
と
こ
そ
が「
答
え
」を
導
き
出
す
最

良
の
近
道
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
　
広
報
広
聴
委
員
長
　
岡
田
　
剛

　地元食材を使った食育と健
康づくりの実践で注目を浴び
ている三豊市立仁尾小学校。
子供たちの給食は敷地内にあ
る給食センターで調理されて
いました。同センターで仁尾
町内の５つの学校に提供する
650食が調理されています。
　澤田校長、林教頭、矢野栄
養教諭、蜜石所長から、仁尾
小学校の実践について説明を
受けました。子供たちの低体
温改善に、朝食をはじめとし
た食生活の指導を行う一方、
学校給食では調味料改善とし
てミネラルが多く摂取できる
よう、アゴ、煮干し、昆布、
シイタケの粉末だしの研究を
重ね、「元気だし」が誕生した
とのこと。現在、仁尾小学校
の学校給食になくてはならな
い存在になっています。

　学校給食の取り組みと生活
習慣の改善で、２年間で35度
台の体温の児童数がゼロにな
ったり、脂質異常の改善が見
られたりしたとのこと。子供
の健康づくりには家庭・教
員・栄養士・調理員が一体と
なった取り組みが必要性だと
実感しました。

　ランチルームで児童と一緒
に給食をいただきました。
「元気だし」を使った「野菜
の和え物」「ジャガイモの旨
煮」は、確かに塩分や化学調
味料ではない、うまみのコク
を感じました。
　何より驚いたのは子供たち
が、「体にいいから元気だし
っていう名前」「まず、野菜
は百回噛むんだよ」など、私
たちにきちんと説明できるこ
と。自分たちの給食への誇り
が伺えました。

　仁尾町と本市の給食では、
食数など前提の違いはありま
すが、今後、子供たちの健康
づくりにいかせるたくさんの
ヒントをいただきました。

議 会

まままやややもももよよよ
しししなななばばば

け
ん
さ
ん
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